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Toshio Ono and Mitougu Shigeta. One Experiment on the Hydrau1ic Micrometer. 

Air Micrometers (Neumatic micrometers) have excellent sensitivity and are very 

simple. What charactar has a hydraulic micrometer which uses water for air in air 

micrometers? We had an experiment of a hydraulic micrometer and knew that it 

has good sensitivity. about 10，000 times， though it is more simple than them. 

概要 室気マイクロメ一夕{は袋置が筒草であるにもカか=幼カか通わらてデF
るO これについては賓用化のための研究が種々なされている。我々は箕島教授の指示によ

れ空気マイクロメ一次ーに於ける窓気のかはりに水を用ゐ穴場合， マイクロメーターと

して用を友すかどうかを調ぺる目的で一つの賓績を行った。そして空気マイクロメーター

よりもー唐簡単な装置で略々同等の感度を期待出来ると思はれる結論を得た。

装置第1固に於て

五:二重の水槽

B1: 第 1のノズル

B2: ;第2のノズJレ

C:マイクロスク Fユ{

D: 1璽力計

A の内側から水を overflowせしめ

て， A 中の headを一定にたもたせる。

との水をゴム管 E~よれ第 1 のノズ

yレBlを過て， B2 から外に流出させるO

二つのノズノレ BIB!!の中間の墜力を測定

するため，水を T字管によって，細いガ

ラス管 DK導き， とれにスケールを付

し，墜力計とする。

B2 の外気側は軸忙直角主主平面に仕上

D 

R 

E 

C 

Fig. 1. 
げ，との直前忙平面ガラスを置き，それ

を軸K平行に微動出来るマイクロスクリ

ューを持った装置を置く。

Principal s廿uctureof hydraulic microme旬，r.

費験始め CK張ったガラス板が B2

A: Water r四，erver.
Bl :. First nozzle. 
B2: Second n但 zle.
C: Micro-screw. 
D: Manometer. 
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の切口と出来るだけ平行になる様に調整して， 切口と接した時水が一滴も出ない程度にす

る。

Cのマイクロスクりェーを廻して，ガラス板を小しづっ B2 のノズルとはなすと，墜力

計 D は始めは徐々に，暫くして念に降p。 との墜力

Plと， B2 とガラス板との距離 S との闘係を賓験に

依って求めると，第 2園の如くになるO

第 2園の (a)(b)はノズル B1 として，夫々第3園

(a) (b)の如き大きさのものを用ゐた場合である。

80 11 
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b 

日
Fig. 3. Nozzle Bl・

Fig. 2. CharactE'ristic curve (lf 噴出ノズノレは第4圏の如き大きさで，外気側は軸に
hydrau1ic micrometer (relation 
between pressure P and di- 直角になる様カーボランダムで平面に摺り合せたもの

~ ."':，":i;' s~:mce め. • '.~ -1 を用ひた。

べ6)と同じ装置で、水流を鉛直にした場合は，第2園 Cの如きものとなる Q この場合は感

度は幾分悪くなるが，流れは安定である。

水平の場合には噴出口附近の流れは封稽性が少なく

なり，表面張力との関係で，或る程度の不安定性はま

ぬがれ得ない。

水平にして，ガラス面に機械油を薄〈ぬった場合は

第 2圃 D の如くになる。

s 
Fig. 4. Nozzle B2・

(a)， (b) の感度を結果からグラヒカノレ

に求めたものが第5園で，最大は夫々

11，000; 7，000倍である。

とれらによって見ると，感度を左右す

るのは B10B2のノズJレの形と，B2の外

径に依って大きく影響され，被測定物の

面に薄く泊がついずこ程度ではあまり影響

がたいととがわかる。

然し面の荒さ等には感やるであらうと

く38)
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Fig. 5. 
Sensitivitt curve. 
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思ふが賓験して見たかった。

吟味空気ユイクロメーターの場合用ひられてゐる理論式

~ p，“ 
日一 一

日一件(含)(まr
向:ノズルBtのシポリ面積 7Cr2 

向:ノズル良，の外径によってきまる噴出商積 |き
27Cr，S 

九:Bt，R..!聞の!竪力

po:弘前の墜力

C1' C2: B1' B2 !'L於ける流量係敷

を用ひて，賓験結果より C2/C，を求めると第 6闘の如

くなる。とれから C2/Ct は最大約 0.25で非常に小さい。
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Fig.6. 

流量係教がこの様K遠ふのは水中へと空気中への噴出iの

係教が遠ふととも考へられるが，それよりも，平板のつ

いてゐることが原因である。然しそれにしても達臥すぎ

る様に思はれる。叉， BJ として長い方を用ひた時 [(a)

の場合]は C2/Ct の曲線が折れてゐるが，との原因は賓

験不充分のため不明である。

結言 との方法を用ひて15000倍，_10，OOO倍程度の倍
Relation between retio of two 
coefficient of flow and sistanωs. 

率で非常に簡単たマイクロメターを作り得るととが解った。とれを取扱びやすく超測微計

として用びるたらば， (1)袋置が非常に筒草である(コンプレッサ一等を必要とし注い)と

と。 (2)'headを一定忙『するとをはあ達り困難でないこと。等の特徴を持ち，空気マイクロ

メーターの歓貼を除いた賓用的なものが出来ると思ふ。

歓貼は，排水を慮置しなければならないこと。噴出ノズルの高さの費化が全ヘッドに直

ちに感ゃるからp メーターの持ちはとびが不自由であること， 等であるが，水を用びるた

めに水中でp 又lま濡れたままの物鰹の測定が可能である。
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